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  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

25年３月期第２四半期  4,259  △15.5  116  10.6  140  △7.9  131  △20.3

24年３月期第２四半期  5,040  1.6  105  －  152  －  164  －

（注）包括利益 25年３月期第２四半期 131百万円（ ％） △28.9   24年３月期第２四半期 184百万円 （ ％） －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

25年３月期第２四半期  2,093.08  2,083.45

24年３月期第２四半期  2,635.19  2,615.89

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

25年３月期第２四半期  6,225  5,316  85.4

24年３月期  6,208  5,186  83.5

（参考）自己資本 25年３月期第２四半期 5,313百万円   24年３月期 5,182百万円 

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

24年３月期  － 0.00 － 0.00  0.00

25年３月期  － 0.00     

25年３月期（予想）     － 1,500.00  1,500.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

３．平成25年３月期の連結業績予想（平成24年４月１日～平成25年３月31日）

  （％表示は、対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期  8,700  △12.3  520  52.7  550  40.8  500  43.4  7,968.94

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有

連結業績予想の修正につきましては、本日（平成24年11月８日）発表の資料「第２四半期（累計）連結業績予想と実績と

の差異及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。



※  注記事項 

   

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  

  

  

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 有

③  会計上の見積りの変更                        ： 有

④  修正再表示                                  ： 無

（注）「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の５に該当するものであります。詳

細は、添付資料P.３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （３）会計方針の変更・会計上の見積りの変

更・修正再表示」をご覧ください。

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年３月期２Ｑ 62,774株 24年３月期 62,586株

②  期末自己株式数 25年３月期２Ｑ 8株 24年３月期 8株

③  期中平均株式数（四半期累計） 25年３月期２Ｑ 62,721株 24年３月期２Ｑ 62,544株

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

売上高 

 当第２四半期連結累計期間（４－９月）の売上高は、前年同期比15.5％減の4,259百万円となりました。広告・課

金事業及びブロードバンド事業ともに減収となりましたが、採算のよい広告案件が伸長するなど、利益面への影響は

限定的で、全体としては利益率の改善につながる売上構成へのシフトが進みました。 

 このような中、当期は期初より成長戦略への傾注を明確にしており、６月にはインドネシアにて現地の有力財閥企

業と提携し、ポイントプログラムサービスを開始いたしました。また７月には、ブロードバンド事業のサービス拡充

のため、モバイル無線サービスの提供を開始するなど、積極的な営業施策を展開いたしました。 

 広告・課金事業につきましては、ディスプレイ広告が堅調に推移し、特に９月に大きく伸長いたしました。一方、

リスティング広告は減収となりました。また課金コンテンツでは、音楽系サービスが売上減となりましたが、「電話

占い」等の有料サービスが堅調な伸びを示しました。これらの結果、当報告セグメントの売上高は前年同期比6.3％

減の2,499百万円となりました。 

 ブロードバンド事業につきましては、これまではＮＴＴの回線サービス「Ｂフレッツ」と当社のプロバイダーサー

ビスをセットで販売する料金プランが売上の大半を占めておりましたが、一昨年度よりＮＴＴ側において当社のプロ

バイダーサービスを取り扱うサービスが開始されたことに伴い、プロバイダーサービス料金のみが売上に計上される

販売へのシフトが加速しております。この結果、当報告セグメントの売上高は前年同期比25.9％減の1,760百万円と

なりました。 

  

営業利益 

 当第２四半期連結累計期間の営業利益は前年同期比10.6％増の116百万円となりました。ここ数年の傾向として９

月に広告商品への引き合いが高まり増益に貢献いたしております。売上高の減少により売上総利益が前年同期比

6.7％減の1,883百万円となりましたが、同時に業務提携の費用（レベニューシェア）や業務委託費などの販売費用が

減少し、販売費及び一般管理費は前年同期比7.7％減の1,766百万円となりました。 

 セグメント別では、広告・課金事業のセグメント利益（営業利益）は、前年同期比30.3％増の403百万円となりま

した。９月に広告販売の需要増に恵まれたことに加え、音楽系サービスの減少を収益性のよいオリジナルの課金サー

ビスで支え、増益となりました。 

 ブロードバンド事業のセグメント利益は、前年同期比36.5％減の88百万円となりました。通信系サービスのライン

ナップを拡充するため、７月よりモバイル用のデータ通信端末やカードの取り扱いを新たに開始いたしました。これ

に伴い、この新規事業に係る費用が先行したほか、プロバイダーをはじめとする通信系サービスとの関連が低くなり

つつある一部周辺サービスを終了したことにより減益となりました。 

  

報告セグメントごとの売上高及び営業利益 

（単位：百万円） 

（注）１．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

２．調整額の主な内容は、事務所家賃及び管理部門に係る費用です。 

  

四半期純利益 

 当第２四半期連結累計期間は、営業外収益を24百万円計上しました。持分法による投資利益は前年同期に比べ

50.4％減少し17百万円となっております。これらの結果、四半期純利益は、前年同期比20.3％減の131百万円となり

ました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

  
前第２四半期 

連結累計期間 

当第２四半期 

連結累計期間 
増減額 

売上高:  

 広告・課金事業  2,665  2,499 △166 

 ブロードバンド事業  2,374  1,760 △614 

合計（四半期連結損益計算書計上額）  5,040  4,259 △781 

   

セグメント利益（営業利益）:  

 広告・課金事業  309  403 ＋94 

 ブロードバンド事業  139  88 △51 

 調整額（管理部門の費用等）  △343  △375 △31 

合計（四半期連結損益計算書計上額）  105  116 ＋11 



   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末から289百万円減少し2,161百万円となり

ました。営業活動による収入を300百万円得ましたが、一方で、グループ金融サービスへの資金の預け入れなど、投

資活動による支出が580百万円となり、支出超の状況となっております。  

 当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況は次のとおりです。 

  

 営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、当第２四半期連結累計期間で、前年同期比191百万円増の300

百万円の収入となりました。税金等調整前四半期純利益を144百万円計上するとともに、前連結会計年度の期末近く

に計上した広告販売等による売掛金が、当第２四半期連結累計期間に支払期日を迎えたことで回収が進み、資金の収

入増となりました。 

 投資活動によるキャッシュ・フローにつきましては、当第２四半期連結累計期間で580百万円の支出となりまし

た。前年同期は有形・無形の固定資産の取得による支出と事務所移転による敷金及び保証金の回収による収入で収支

が見合うかたちでしたが、当第２四半期連結累計期間は、親会社に500百万円の資金の預け入れ（グループ金融サー

ビスの活用）をしたほか、サーバーやネットワーク機器、ソフトウェアの取得に合計94百万円の投資をいたしまし

た。 

 財務活動によるキャッシュ・フローにつきましては、支出が前年同期に比べ39百万円減少し9百万円の支出となり

ました。支出の内容はファイナンス・リース債務の返済によるものです。 

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 本日（平成24年11月８日）発表の資料「第２四半期（累計）連結業績予想と実績との差異及び通期連結業績予想の

修正に関するお知らせ」をご覧ください。   

   

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

 税金費用については、従来、連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しておりましたが、より

合理的かつ正確に算定を行うため、第１四半期連結会計期間より年度の決算と同様の方法で計算する方法に変

更しております。 

 当該会計方針の変更は遡及適用され、前年四半期については遡及適用後の四半期連結財務諸表となっており

ますが、当該会計方針の変更の遡及適用による前第２四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。 

   

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後

に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 なお、これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

  

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,143,835 1,051,985

売掛金 1,735,452 1,468,233

貯蔵品 1,279 814

関係会社預け金 2,806,581 3,109,047

その他 51,107 54,343

貸倒引当金 △3,079 △2,863

流動資産合計 5,735,176 5,681,560

固定資産   

有形固定資産 55,719 109,466

無形固定資産 71,900 90,940

投資その他の資産   

投資有価証券 269,186 270,584

その他 131,332 126,207

貸倒引当金 △54,542 △53,532

投資その他の資産合計 345,976 343,260

固定資産合計 473,596 543,666

資産合計 6,208,772 6,225,227

負債の部   

流動負債   

買掛金 516,046 400,354

リース債務 20,337 8,145

未払法人税等 17,977 18,410

引当金 99,468 54,143

その他 354,782 415,664

流動負債合計 1,008,613 896,718

固定負債   

リース債務 1,730 1,266

繰延税金負債 12,138 10,533

固定負債合計 13,869 11,800

負債合計 1,022,482 908,519

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,233,997 3,235,428

資本剰余金 3,654,878 1,886,159

利益剰余金 △1,723,384 178,047

自己株式 △4,830 △4,830

株主資本合計 5,160,662 5,294,806

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 21,920 18,813

その他の包括利益累計額合計 21,920 18,813

新株予約権 3,706 －

少数株主持分 0 3,088

純資産合計 5,186,290 5,316,707

負債純資産合計 6,208,772 6,225,227



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 5,040,479 4,259,250

売上原価 3,020,781 2,375,710

売上総利益 2,019,698 1,883,539

販売費及び一般管理費 1,913,905 1,766,543

営業利益 105,792 116,996

営業外収益   

受取利息 6,847 2,725

受取配当金 2,450 2,498

持分法による投資利益 35,905 17,795

その他 3,066 988

営業外収益合計 48,270 24,007

営業外費用   

支払利息 1,227 220

為替差損 369 456

その他 165 12

営業外費用合計 1,762 688

経常利益 152,300 140,314

特別利益   

敷金及び保証金清算益 16,296 －

新株予約権戻入益 － 3,706

特別利益合計 16,296 3,706

特別損失   

固定資産除却損 729 －

特別損失合計 729 －

税金等調整前四半期純利益 167,867 144,021

法人税、住民税及び事業税 3,050 9,653

法人税等合計 3,050 9,653

少数株主損益調整前四半期純利益 164,817 134,368

少数株主利益 － 3,087

四半期純利益 164,817 131,280



（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 164,817 134,368

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 19,756 △3,107

その他の包括利益合計 19,756 △3,107

四半期包括利益 184,573 131,260

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 184,573 128,173

少数株主に係る四半期包括利益 － 3,087



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 167,867 144,021

減価償却費及びその他の償却費 34,835 34,178

株式報酬費用 94 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △11,090 △215

引当金の増減額（△は減少） △62,154 △45,325

受取利息及び受取配当金 △9,298 △5,223

支払利息 1,227 220

持分法による投資損益（△は益） △35,905 △17,795

敷金及び保証金清算益 △16,296 －

新株予約権戻入益 － △3,706

固定資産除却損 729 －

売上債権の増減額（△は増加） 102,783 267,218

たな卸資産の増減額（△は増加） 370 465

その他の流動資産の増減額（△は増加） △12,919 △5,045

仕入債務の増減額（△は減少） 4,618 △115,691

未払金の増減額（△は減少） 847 26,544

その他の流動負債の増減額（△は減少） △57,180 22,442

小計 108,529 302,088

利息及び配当金の受取額 8,204 4,964

利息の支払額 △1,227 △220

法人税等の支払額 △5,783 △6,100

営業活動によるキャッシュ・フロー 109,723 300,732

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △23,580 △67,807

無形固定資産の取得による支出 △33,607 △26,568

無形固定資産の売却による収入 2,100 －

投資有価証券の取得による支出 △623 △14,067

投資有価証券の売却による収入 － 25,753

敷金及び保証金の回収による収入 58,679 1,762

関係会社預け金の預入による支出 － △500,000

投資活動によるキャッシュ・フロー 2,968 △580,927

財務活動によるキャッシュ・フロー   

株式の発行による収入 1,340 2,863

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △50,392 △12,052

財務活動によるキャッシュ・フロー △49,052 △9,189

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 63,640 △289,383

現金及び現金同等物の期首残高 1,956,916 2,450,417

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,020,556 2,161,033



該当事項はありません。 

   

 当社は、平成24年６月26日開催の第15期定時株主総会の決議により、資本準備金を 千円を減少さ

せ、その他資本剰余金に振り替えました。また、利益準備金 千円及びその他資本剰余金 千円を

繰越利益剰余金に振り替え、欠損補填を行いました。この結果、資本剰余金が 千円減少し、利益剰余

金が 千円増加しております。 

   

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１.セグメント利益の調整額 千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用 千円

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

   

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１.セグメント利益の調整額 千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用 千円

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

３.会計上の見積りの変更と区分することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、当社及び国内連結子会

社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固

定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。当該変更による、

各報告セグメントのセグメント利益に与える影響は軽微であります。 

    

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

1,635,269

8,604 1,770,151

1,770,151

1,770,151

（６）セグメント情報等

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結損
益計算書計上
額 

（注）２ 
広告・課金 

事業 
ブロードバンド

事業 
合計 

売上高           

外部顧客への売上高  2,665,962  2,374,516  5,040,479 －  5,040,479

セグメント間の内部売
上高又は振替高 

－ － － － － 

計  2,665,962  2,374,516  5,040,479 －  5,040,479

セグメント利益  309,916  139,708  449,624  △343,832  105,792

△343,832 △343,832

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結損
益計算書計上
額 

（注）２ 
広告・課金 

事業 
ブロードバンド

事業 
合計 

売上高           

外部顧客への売上高  2,499,066  1,760,184  4,259,250 －  4,259,250

セグメント間の内部売
上高又は振替高 

－ － － － － 

計  2,499,066  1,760,184  4,259,250 －  4,259,250

セグメント利益  403,941  88,673  492,615  △375,619  116,996

△375,619 △375,619
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